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お問い合わせ先 主日祝日を除く 9崎～ 17時
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産学連携で地域を守る

|

災 シンポジウム～身近な事例から最新の地域防災を考え

る」で〔よ 東北大学災書科学国際研究所の今村文彦所長

らの基調講演や共同研究の中間報告がオンライン併用で

行われ、SOCsの理念や目標の一つである「住淑続けられ

るまちづくり」について考えた。

■̈ 9‡t文 彦氏

災害に強い街づくりには、機能し続ける頑健なインフラシステムの構築が求

められる。本県で多発する河川災書に焦点を当て、勝災 環境センシングプラッ

トフォームの開発を行つている。斜面浅層部に見織構を設けた実現模大の鍵防

を構築 し、施工性の確認と安定性の観測を毎い、特に短時間大雨や地震時 (現

状、震度 4程度)でも堤防の安定性には問題ないことを実証できた。来年度 iま、
この実規模大の躍防で謹流時の貝殻書の浸食抑●l‐ 防止効果を検護する。ま7_、

夜問や悪天保崎も堤防、河
"1水
位などの測定に有効なミリ波 レーダーとドロー

ンを用いた測定システムなどを構築 し検証する。これらの各種清川情報をもと

`こ

、現地の標高や傾斜、土地利用などの情報も取り込み、安全獲向上と利便性

の高い訪災 減災情報を発信できるプラットフォーム構築を進めていく。

日本の避難所の生活環境は国際水準よりも低く質的Fpl上が念務となつている。

2020年の九州豪雨で開設された避難所ての調査では、生活空rn3における寝食の

ソーニングが大きな課籠 ということが分かった。避難所では個人の生活空間確

保のため段ボールで区切る傾向にあるが、生活空間の狭さやプライバシーの確

保が問題 となつている。そこで、段ボールブースの形状が在室者に及ぼす影響

を把握する実験を行つた。その結果、プースが高いほど不快さや不安感は減る

篠向にあるが、171Dち以上では差はみられなかつた。出入リロが開蔵されてい

ると不快さや不安感が高まった。半分屋根がかかっていると不快さや不安感が

軽減するとtヽ う面白い結果も得られた。来年度は実験の精度を高め、選難所達

営に舅わる空周指標を作蔵 し、生活空間の計重を円滑 l_行 う方法を提示する。

津波や水書つ嫁災を撼定するハザー ドマップに対し、電 難しやすさJは把握

されていない。県内の大平洋沿岸 河お琉 競地域を対象に、洪水と津波を想定
した空間的視点から見た遷難しやすさを住宅 1軒単位て定螢的に評価 した。県

内約 2900カ 所の避難場所 通業所と濠水想定区域と道路ネットワーク、住宅ご
との推定人日の地図を作成 し可視化した。県内の居使用建物 811万棟から推計じ

た居住者数などのデータから避登場所 遊難所に集まる人数や移動距離から尊
きだすと、浸水想定区城内の居住者は洪水て約 52万人、津波で約 4万 2千人と

なつた。地域によつて差がある早期避難の意識を根付かせる要因を明らかにす

るため、2019年の台風 19号 で被災した水戸市下濠里地区て運難行動0聞き取り

調査を行つているほか、館年秋に洪蒸対策研修護座を開催 した。

滅災のために 'デザインの力Jの可能性を多面的に考察して実践に生かす研
究を進めている。子ともや高齢者などの災害弱者が自分て身を守 り、自分で考

えて自分で行動できるように支援する '心の減災デザインJがテニマ。親子で
災露を自分 |こ起こり得ることとして、一生役立つ防災知識を身に付けてもらう

ことをコンセプ トに作成 した '滅災え l.‐ ん」は、地域の環境によって想定され

る人害
`こ

合わせたス トーリーを組み立てた。学会主催のデザインコンベに尊募

し、審査員資を受贅。パブリックベーバークラフト (PPC)は、支援物資を送

る段ボールに入れられ、遊難所の 5～ 10歳 児の遊び道具として本年度から試作

を始めた。紙なら簡単に印刷でき大量でもかさばらない。PPCは 日常生活ては

保護者と―結に遊べ、災言時は子とものス トレスを軽減する心の支援物資にな
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自
動
豊
（助
で
備
え
る

地域スケールで豪雨災害を予測し、連切な避難につながる災審情4nの発信が

求められている。2019年の台風 19号 調査団が行つた住民アンケー ト調査を追加

解析した。避難行動に対するテレビ、ラジオの影審は、避難指示までは非常に

高いが、災害リスクが高い時間帯は下がってくる点に注目した。直前のテレビ

情報などから運難を判断する譲 しい情報が得られなかった可能性がある。そこ

で、早期避難につなげるため、東京キー局の広電な災害情報を模 した従来版ゆ

映像 と、水声局の0-カ ル報通を模 した改善版を ,"人ずつに見せ、影響力を
比較した。改善版は身近で直近の災書映像に差 し替え、避難所の開設状況や違

難を呼●IIか けた。最も危機感を表した人 l■改善版の方が多かつた。ローカル薇

遭が危機意識の醸成に重要な役創を果たしていることが分かった。今後も講査

を続けていく。

2019年の合風 19号 で被災した水戸市飯富地区と大手町でのフィールトワーク

を共同で行つている。これまで、学会での共同研究発表や社会調査浅習の授業、

行政との協力など
`こ

取り組み、地域住民と学生双方からアイデアが出されたシェ

アハウスづくりや学生ポランティアの花植え運動などのプ rlジ ェクトが派生し

ている。同地区小学校での水害記念碑の調査活動は SDes教 室に発展 した。
来年度は水害の写真を地区 l_埋 め込んで生成された地鐵を作る住民参加のワー

タショップを展開し、平常時だけでなく災書時においても地域レジリエンス (ι

なやかな回復力)を高めるためにポトムアップから隷り上げていく。災害をき,
か
`チ

に、防災‐減災だけでなく、対話による環境共創を進め、地域問題を解決

する持儘的な取り組みのための仕掛:ナづくりl_擁職していきたい。

津
波
被
書
の
特
徴
は
、
頻
度
は
低
い

が
、
い

っ
た
ん
起
き
る
と
人
的
災
書
が

非
常
に
大
き
い
。
国
連

（
２
０
１
８
年

）

の
報
告
で
は
、
津
渡
譲
書
は
過
去
２０
年
間

だ
け
で
あ
一万
人
が
犠
牲
に
な
り
、
経
済
損

失
額
は
２
８
０
０
億
ド
ル

（約
釧
兆
円
）

に
よ
る
。
し
か
し
津
波
は
沿
岸
域
へ
の
到

達
ま
で
に
増
予
時
間
が
あ
り
、
通
切
な
避

難
を
行
え
ば
ヽ
人
的
被
書
を
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
も
可
能
だ
。

東
北
大
学
災
書
科
学
国
際
研
究
所
は

東
日
本
大
農
災
翌
年
の
２
０
１
２
年
に

設
置
さ
れ
た
。
被
害
災
書
の
実
態
、
教
訓

を
ま
と
め
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
組
織
体

制
だ
。
当
時
の
研
究
部
門
は
七
つ
あ
り
、

そ
れ
ら
は
災
書
発
生
前
、
初
期
対
応
、
復

旧
復
興

〈備
え
）
の
災
審
対
応
サ
イ
ク
ル

に
対
応
し
て
い
る
。
災
審
科
学
に
は
重
要

な
プ
ロ
セ
ス
が
〓
つ
あ
り
、
ま
ず
は
災
書

の
実
態
を
解
明
し
、
次
に
将
来
の
予
瑯

・

評
価
、
結
果
得
ら
れ
た
リ
ス
ク
を
ど
う
軽

減

（管
理
）
し
て
い
く
か
。
そ
こ
で
得
ら

れ
た
教
訓
を
発
信
し
た
い
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
Ｈ
年
が
経

っ
が
、

わ
が
国
で
は
残
念
な
が
ら
自
然
災
書
が

濠
り
返
さ
れ
て
い
る
。
気
候
変
動
の
影
響

も
あ
る
災
書
も
増
え
て
い
る
。
２
０
１
６

年
の
台
風
１０
号
は
東
京
付
近
で
発
生
し

東
北
地
方
に
上
陸
し
、
従
来
に
な
い
動
き

た

っ
た
。
さ
ら
に
、
気
温
上
昇
と
主
に
熱

中
症
の
技
書
は
拡
大
し
、
新
た
な
災
害

リ
ス
ク
と
し
て
コ
ロ
ナ
感
染
症
も
あ
る
。

今
年
１
月
に
ト
ン
ガ
で
起
き
た
火
山
噴

火
に
よ
る
津
波
は
新
し
い
タ
イ
プ
の
災

書
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
さ

ま
ざ
ま
な
災
害
の
リ

ス
ク
が
あ
る
中
、
備
え
に
つ
い
て
点
検

し
て
ほ
し
い
の
は
、

一
つ
は
連
携
し
な

が
ら
今
ま
で
の
対
応
を
強
化
す
る
こ
と
。

も
う

一
つ
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
積
極
的

に
活
用
し
社
会
の
シ
ス
テ
ム

（考
え
方
、

生
活
様
式
）
を
変
え
る
こ
と
。
突
然
起
き

る
さ
ま
ざ
ま
な
災
審
に
対
応
し
て
い
く

に
は
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

（回
復
力
）
が
薫

近
年

の
気
候
変
動
は
世
界
的

に
見
て
も
額
発
し
て
お
り
、
狂

暴
化
す
る
異
常
気
象
は
速
い
ス

ピ
ー
ド
で
悪
化
し
て
い
る
。
日
本

も
例
外
で
は
な
く
、
国
内
の
災
書

は
、
多
発
化
、
激
甚
化
、
広
域
化

し
て
お
り
、
自
動

・
共
助
を
中
心

と
し
た
災
審

へ
の
意
識
を
高
め

備
え
、
地
域
連
携
の
共
助
で
防

災

・
減
災
力
の
高
い
社
会
を
構
築

し
、
行
政
の
支
援
で
総
合
力
が
発

揮
さ
れ
る
対
応
が
重
要
だ
。

東
日
本
人
震
災
で
は
、
宮
城
県

の
石
巻
市
立
大
川
小
学
校
の
多

く
の
児
童
ら
が
津
渡
に
巻
き
込

ま
れ
犠
牲
に
な

っ
た
。
学
校
側
の

過
失
が
争
わ
れ
た
裁
判
で
は
、
事

前
防
災
が
重
要
で
あ
る
と
の
判

要
に
な
る
。

東
日
本
大
震
災
の
経
験
と
教
釧
を
後

世
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
。
当
時
、
繊

え
る
こ
と
で
救
え
た
金
が
あ
っ
た
。
学
ぶ

こ
と
で
助
か

っ
た
命
が
あ

っ
た
と
と
を

知

っ
て
ほ
し
い
。
岩
手
県
富
古
市
置
老
町

地
区
で
は
明
治
、
昭
和
の
津
波
被
書
を
伝

承
す
る
こ
と
で
東
日
本
大
震
災
で
の
死

亡
率
を
激
減
さ
せ
て
い
る
。

産
学
富
が
連
携
し
た
防
災

・
滅
災
の

新
し

い
動
ぎ
と
し
て
、
神
奈
川
県
川
崎

市
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
い
。
ＪＩＩ
崎

市
は
ほ
か
の
地
域
に
比
べ
津
波
災
書
の

リ
ス
ク
は
高
く
は
な
い
が
確
実
に
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
地
域
で
ど
の
よ
う
に
防
災

意
識
を
高
め
、
難
難
対
応
を
結
び
つ
け
て

い
く
か
重
要
で
あ
る
。
大
学
、
ｌ
Ｔ
企
業
、

行
政
が
連
携
し
て
都
市
部
の
高
密
度
人

口
で
の
安
全
に
避
難
で
き
る
人
流
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
社
会
実
装
を
目
指

し
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
地
域
で

一
定
の

僚
え
は
あ

っ
た
が
、
備
え
以
上
の
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
危
機
費
理
が

不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
対
応
計
画
は
最

悪
の
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ
く
必
要
が
あ
る
。

事
前
防
災
は
確
実
に
被
害
を
軽
減
で
き

る
が
、
ゼ
ロ
に
は
で
き
な
い
。
不
確
実
な

状
況
下
で
判
断
と
対
応
が
求
め
ら
れ
る

次
な
る
災
密
で
は
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
社
会

の
構
築
が
鍵
を
握
る
。

河
川
下
流
域
を
対
象
と
し
た
防
災

・

環
境
セ
ン
シ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
関
す
る
基
礎
的
研
究

防
災
に
資
す
る

地
域
気
象
・災
害
情
報
の

研
究

避
難
所
に
お
け
る

生
活
環
境
の
改
善
に
関
す
る

研
究

避
難
所
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
と

住
民
の
避
難
意
識
構
造

Ｉ
ｔ
■
ｉ
●
■
■
法
人

女
ｉ
■
■
■
―
去

撃

長
加

瀬

孝

雄
氏
決

が
あ

り
、

教

育

機
露

と

し
て

の

責
任

・
義

務

が

理
確

に
な

っ

た
。災

害

に
お

い

て

は
、
事

前

の

危

機
管
理

と
発

生

時

の
危
機

管

理
が
極

め
て
重

要

で

あ

り
、

普

段

か
ら

の
備

え

が
重
要
で
あ
る
。

原

子
力

防
災

に

つ
い
て
も
同
様
だ
。

防
災
士
の
活
動
に
つ
い
て
紹

介
し
た
い
。
防
災
士
は
、
自
動

・

共
助

・
協
働
を
原
則
と
し
て
社
会

の
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
力
を
高
め

る
活
動
を
し
て
い
る
。
日
本
防
災

士
会
の
会
員
は
２
０
２
１
年
１２

月
末
時
点
で
９
０
８
２
人
。
全
国

の
認
証
登
録
者
は
２‐
万
人
に
上

り
毎
年
増
加
し
て
い
る
。
県
防
災

士
会
の
会
員
は
２
９
３
人
、
県
内

の
認
証
登
録
者
は
４
８
２
３
人
。

防
災
士
は
、
平
常
時
は
地
域
の
防

災
力
を
高
め
る
活
動
を
行

っ
て

お
り
、
災
書
時
は
被
災
者
支
援
を

行

っ
て
い
る
。
市
町
村
〓
催
の
防

災
訓
練
な
ど
を
通
し
て
、
引
き
続

き
防
災
意
識
を
高
め
て
い
く
。

縫
純
威
“
多
酪
易
　
「心
の減
災
デザ
イ
こ

―
対
話
に
よ
る
環
境
共
創
と
ま
ち
づ
く
り
の
　

　

の

剌
型
究

た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
ー

近年、気候変動による自然災書が頻発 している。 2019

年の合風 19号を機 1ム 日本原子力発電は「防災プロジエ

ク日 として、産官学と連携し地域に根差 した防災・滅災

に取り組んでいる。茨城大学 とは共同研究や寄付講饉な

どを展開 している。 9日に水戸市内で開 かれた「地域 防

防 災 目指し地域に貢献

ふれあいと

公る財団法人

`ス
●C3・イtあい浚毅 0

防災×SDGs
防災力の向上ヘ

気候変動とメガクライシス

研 究 成 果 発 表


